
報告事項ウ 

 

 

鳥取県立博物館開館５０周年記念企画展｢安岡
やすおか

信義
のぶよし

 １８８８-１９３３ 

― 近代洋画の黎明期を生きた画家｣の開催について 

 

鳥取県立博物館開館５０周年記念企画展「安岡信義 １８８８-１９３３ ― 近

代洋画の黎明期を生きた画家」の開催について、別紙のとおり報告します。 

 

 

令和５年１月１８日 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹 



鳥取県立博物館 開館５０周年記念企画展 

｢安 岡
やすおか

信 義
のぶよし

 １８８８-１９３３ ― 近代洋画の黎明期を生きた画家｣の開催について 
 

令和５年１月１８日 

博   物   館 
 

鳥取県立博物館の開館５０周年記念企画展の最後を飾る､明治から昭和初期にかけて活動

した鳥取県ゆかりの洋画家､安岡信義(やすおか・のぶよし １８８８～１９３３)の展覧会を

開催します｡ 

 

１ 会  期 

令和５年２月１１日(土祝)から３月２１日(火祝)まで(３４日間) 

(休館日 ３月２１日を除く毎週月曜日) 

２ 会  場 

鳥取県立博物館 第１･第２特別展示室 
 
３ 主  催 

安岡展実行委員会(鳥取県立博物館､山陰中央テレビジョン放送株式会社)  
 
４ 観 覧 料 

一般７００円(前売･団体･大学生･７０歳以上５００円) 

(高校生以下､学校教育活動での引率者､障がいのある方･難病患者の方･要介護者等及び

その介護者は無料) 
 
５ 関連事業 

特別講演会､ギャラリートーク等を予定(別添チラシ参照) 

 
＜概要＞ 

鳥取に生まれ育ち､東京美術学校で学んだ後､教職のかたわら絵画制作に情熱を注ぎながらもこ

れまであまり知られることのなかった安岡信義の初めてとなる回顧展です｡ 

近代洋画の黎明期において､安岡信義が図画教師として果たした役割と､一地方画壇が形成され

た状況を見つめなおす機会とし､あわせて､近代洋画を牽引する画家の作品も紹介しながら同時代

の諸相の中で安岡信義の画業を位置づける内容としています｡ 

 

＜見どころ＞ 

・没後初公開となる油彩の作品群をはじめ､直筆の書簡や日記､スケッチ等の一次史料を一挙公開

し､生前に｢理性的でありながら情熱家｣と評された安岡信義の魅力的な人物像に迫ります｡ 

・東京美術学校で教鞭をとり､安岡信義が直接的にも間接的にも師と仰いだ黒田清輝(くろだ･せ

いき)､久米桂一郎(くめ･けいいちろう)､岡田三郎助(おかだ･さぶろうすけ)､小林万吾(こばや

し･まんご)､藤島武二(ふじしま･たけじ)､和田英作(わだ･えいさく)ら近代洋画の黎明期を牽引

した巨匠たちの作品も紹介します｡ 

・｢スケッチや下絵｣と｢本画｣をタイアップして展示することで､具体的な制作の過程をご覧いた

だくことができます｡ 

・関連イベントとして､日本近代美術史の第一人者であり東京藝術大学教授の佐藤道信(さとう･

どうしん)氏による特別講演会を開催します。 

また､美術館の開館を見据えて､展示作品を用いて鑑賞する力を身につけ､対話型鑑賞に生かす

ためのワークショップも開催します｡さらに､同様の内容で対話型鑑賞のファシリテーター登録

者を対象とした研修会を開催します｡ 






